
日　　時；2011年2月13日（月）　13時～17時
場　　所；東京大学本郷キャンパス山上会館http://www.sanjo.nc.u-tokyo.ac.jp/sanjo/contact/
共　　催；文明システムズ・地球環境・プロジェクト研究会
　　　　　日本マクロエンジニアリング学会（ＪＡＭＥＳ）
会　　費；2,000円
　　テーマは、

＜第27回　日本マクロエンジニアリング学会（ＪＡＭＥＳ）年次研究大会＞
今回の研究大会の中では、講演セッションに続き、参加者同士の交流を深め、創発を促すためのセッションも設けます。参加ご希望の方は事前に末尾の事務局までご連絡ください

　　　　　　
1.　開 会 挨 拶　     会長　新田 義孝　　最優秀論文賞表彰　　　　　　　　　　　　 　13:00～13:10　　　　　　　  　 　　　       
2.　基 調 講 演　 　　マクロエンジニアリング学会理事　角田晋也

　　「地球環境変遷と天災:何年先までの持続可能性か?」    13:10～13:50

要旨:数十億年にわたる地球環境の変遷を概観し、何年先までの持続可能性か考察する。技術革新は人件費を削減し、分業を進化・深化させる。2010年版の国連の「世界人口予想」によると世界人口の増加が今世紀後半には鈍化する。それでも経済成長を持続するためには、red-ocean strategyでは限界があり、blue-ocean strategyにより新規需要を環境対策や防災等の持続可能性向上から発掘することが考えられる。

3.　講　　　　演    

	
	 2階会場　
	地下会場

	14：00～14：30
	北見　辰男（当学会理事,都市資源工学）　

・放射能汚染土壌の除染と、除染後の処理について
	木村正信（当学会理事　金沢星稜大学）
・外資企業進出がもたらす雇用・賃金への影響
‐2部門経済モデルを用いた分析-

	14：30～15：00
	劉　庭秀（当学会会員、東北大学）
(齋藤優子(東北大学大学院))
災害廃棄物、適正処理、資源循環、リサイクル、地域社会
	「未定」

	15：00～15：30
	木本　研一（当学会理事，ｱｽﾃｯｸｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ）　　

・新エネルギーや未利用資源等による発電の将来展望

	秋吉　祐子（当学会副会長　聖学院大学）　増子　隆子(当学会事務局長　TURF)・循環型農業（米作）における生産経費に関してー慣行農法との比較において


　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        
4.  休　　　　憩　　　　　　　　　　　　　　　アンケート回収　　　　　　　　　　　　15:30～15:45

5.  討　　　　論　　　　(地下会場)　　　　　　　　　　　             　　　　　　　 15:45～16:50

　　ワールドカフェ形式(15分×3回)

＜テーブルテーマ＞

「東日本大震災後の地球環境や文明システムズをどうするか?」

　「シンポジウムや研究大会を改善するには?」

「東日本大震災後の災害廃棄物をどうするか?」

　　　　　総合討論　　　　　 司会:角田

6.  総　　　　括　　　 角田　優秀プレゼン賞発表　　　　　　　　　 　　　　　　　　　16:50〜16:55

7.  閉 会 挨 拶　　　　新田会長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 16:55～17:00

    ◆アクセスマップ　http://www.sanjo.nc.u-tokyo.ac.jp/sanjo/contact/
	

	最寄り駅
	所要時間

	本郷三丁目駅（地下鉄丸の内線）
	徒歩8分

	本郷三丁目駅（地下鉄大江戸線）
	徒歩6分

	湯島駅又は根津駅（地下鉄千代田線）
	徒歩8分

	東大前駅（地下鉄南北線）
	徒歩1分

	春日駅（地下鉄三田線）
	徒歩10分


               　　　　　　　　　　　　    事前の申込先
事務局<fyoshino@ner.takushoku-u.ac.jp>






「防災ワークショップ」
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